
2024年10月

Nゲージ塗装済完成品（主素材：ABS樹脂製）商品形態

A2689 秩父鉄道 12系（ロゴマーク付）4両セット

実車紹介

編成図

商品概要

付属品

オプション

予価：￥22,000（本体価格￥20,000）

対象年齢14歳以上

室内灯 カプラー

矢印キーで移動、背景のグリッドは10回分
Shift押しながらで10倍移動、
Alt押しながらで0.1倍移動

ブックケース入り（カートン入数：12）

交換用アーノルドカプラー,行先シール

株式会社　マイクロエース TEL : 048-444-2944
FAX : 048-445-3407

製品の仕様・価格は予告なく変更する場合がありますので予めご了承ねがいます
本資料の改変、写真およびイラストの複製・改変・二次使用を禁止します
記載の内容は弊社の調査・見解に基づくものです

秩父鉄道ではSL「パレオエクスプレス」用客車として、JR東日本から譲り受けた12系客車を2000年に
投入しました。緩急車スハフ12形2両で中間車オハ12形2両を挟んだ４両編成で、移籍に際して
外板塗装や車番の変更、オハ12の方向幕撤去、スハフ12車掌室側妻板の幌枠撤去などが行われ
イメージが変化しています。
当初はダークグリーンをベースに金帯をあしらったシックな装いでしたが、2012年から赤茶色をベースと
したクラシック調のデザインに変更され、更に2021年春には各車トイレ窓の下に新ロゴマーク貼付と
車体中央窓下に懐かしいデザインの行先サボ吊下げが行われました。
2024年現在も春季～秋季のSL列車「パレオエクスプレス」を中心に週末の臨時観光列車用として
活躍を続けています。

テールライト点灯

● A2688（2020年10月出荷）を基にしたバリエーション製品
● 赤茶色塗装。2021年春から掲出された青い新ロゴマークや車体中央窓下の行先サボを印刷
● 客用扉周辺の号車番号や指定席サボなどの各種レタリングも印刷済
● 方向幕が埋められた中間車、幌枠が撤去された緩急車を専用金型で再現
● スハフ12は後期型の特徴である幅の狭い妻面窓を再現
● オハ12は前期型の特徴である屋根上クーラー間の出っ張りを再現
● スハフ12-102最後尾にはダミーカプラーを装備（交換用アーノルドカプラー付属）
※ 走行には別途機関車が必要です。牽引機にはA2084 秩父鉄道デキ201（黒）が好適
※ 部品共用のため一部実車と異なります　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秩父鉄道承認済

幅広室内灯
（G0001/G0002/G0003/G0004）

マイクロカプラー　自連・黒
（F0003）

スハフ12-101 オハ12-111 オハ12-112 スハフ12-102


